
［数値について］※広報では、万円単位で表示している関係上、端数が一致しない場合があります。
※一人あたり、世帯あたりは3月31日の人口・世帯数で除算しています。

　歳入総額は、前年より約２８億８千万
円増加しました。
　令和元年度決算と比べると、新型コ
ロナウイルス感染症対策費を含む国庫
支出金が約２１億５千万円、地方交付
税、町債がそれぞれ約３億５千万円、繰
入金が約３億円増加となっています。

135億9,828万円
自主財源＝29.6％

一般会計 歳入
町税（13.4％）
18億2,945万円

地方交付税（31.8％）
43億2,143万円

国庫支出金（20.7％）
28億2,140万円

県支出金（8.0％）
10億8,632万円

町債（6.0％）
8億1,980万円

譲与税・交付金（3.9％）
5億2,518万円

その他（5.0％）
6億8,089万円

繰越金（4.3％）
5億8,104万円

繰入金（6.2％）
8億4,229万円

分担金・負担金
（0.7％）
9,044万円

　歳出総額は、前年より約２７億５千万
円増加しました。
　主に、国の新型コロナウイルス感染
症緊急経済対策として実施した特別定
額給付金事業のほか、三方地域ケーブ
ルテレビネットワーク更新事業などを含
む総務費が約２３億２千万円、衛生費、
商工費、教育費がコロナウイルス関連
で、それぞれ約１億５千万円増加となっ
ています。
　歳入から歳出と翌年度へ繰り越すべ
き財源を差し引いた実質収支額は、５
億４,９３６万円となりました。

128億8,776万円

一般会計 歳出

土木費

道路整備等の建設や管理の
経費です

衛生費

ごみ処理や環境対策・健康づ
くりのための経費です

教育費

小中学校・公民館の運営やス
ポーツ振興の経費です

総務費

全般的な管理・企画や徴税、
戸籍等の事務などの経費です

農林水産業費

農林業の振興や、土地改良
などの経費です

総務費（31.2％）
40億2,541万円

農林水産業費
（7.7％）
9億9,826万円

土木費（6.8％）
8億7,032万円

消防費（3.1％）
4億441万円

教育費（7.7％）
9億9,861万円

公債費（9.9％）
12億7,078万円

議会費（0.7％）
8,454万円

衛生費（9.8％）
12億6,606万円

民生費
（17.7％）
22億8,259万円

労働費（0.2％）
2,243万円

商工費（5.2％）
6億6,431万円

労働費

労働や失業対策などの経費
です

議会費

議会活動に要した経費です

消防費

消防・防災対策の経費です

令和2年度の主な事業

自主財源
29.6％

民生費

高齢者・障害者・児童福祉、
保育園運営費等の経費です

商工費

商工業の振興や観光事業の
経費です

公債費

借り入れた町債（借金）の返
済（元利償還金）の経費です

・特別定額給付金
・若狭町出身学生へ支援品の送付
・災害時用感染防止資機材の整備
・全世帯へ生活応援商品券配布
・子育て世帯へ給付金、布マスクの支給
・公共施設の感染症対策（消毒、検
温、アクリル板等）
・スマホアプリ導入による図書館の安
全性、利便性の向上
・融資を受けた中小企業等への応援給付金
・休業要請協力金の納付にかかる町負担金

新型コロナウイルス関連

トレイルコースの整備を基軸にし、
河内川ダム周辺や若狭森林公園
の山村資源（大自然）と、熊川宿
の歴史資源（文化財）を最大限活
かしながら、体験・アクティビティ
を満喫できるプログラムを充実さ
せるための整備を行いました。

若狭アドベンチャー
ツーリズム拠点整備

三方Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
の、屋根防水・外壁塗装・アリー
ナ床シート張り・照明のＬＥＤ化
等の修繕を行い、町民のスポー
ツや健康づくりの拠点と指定避
難所としての機能向上を図りま
した。

Ｂ＆Ｇ体育館リニューアル

町立小学校および中学校の全児童生徒
に学習者用端末を、各校に学級数分（特
別支援学級含む）の教員用端末を整備
しました。

タブレット端末整備
（ＧＩＧＡスクール構想）

・プレミアム付きお食事券の発行、販売
・感染予防取組宣言事業者へステッ
カーの配布、必要経費の支援
・県内８町で消費支出を行った県民を対
象に特産品の贈呈（町村会共同事業）
・新しい様式の手法を検証するイベ
ントに対する支援
・宿泊施設および観光施設の割引
クーポン券発行事業に対する支援
・県内修学旅行に対する費用負担
・ワクチン接種体制の整備

決算報告若狭町

令和2年度
　令和2年度一般会計の歳出を見ると、128億8,776万円の支出となり、
住民一人あたり約90万円、1世帯あたり約258万円が使われたことになります。

支出は住民一人あたり約90万円、世帯あたり約258万円
　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防
止と社会経済活動の両立などに対応するため、９回の補
正予算を編成しました。その結果、歳入決算が１３５億９,
８２８万円、歳出決算が１２８億８,７７６万円となりました。
今後も引き続き、感染拡大の防止と住民生活の安定を
図り、行財政改革プランを継続しながら、財政の健全化
に努めます。

熊川城跡（張出郭デッキ）
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借金は住民一人あたり約72万円

貯金は住民一人あたり約13万円

財政力指数は0.33（3か年平均）

　若狭町国民健康保険に加入している人の医療費給付な
どを行う会計です。

　漁業集落排水処理施設の維持管理を行う会計で、常神、
神子、小川、世久見地区が対象です。

国民健康保険特別会計
歳入／ 16億9,513万円
歳出／ 16億7,646万円

◆特別会計…特定の事業について独立した予算で行う会計
◆企業会計…地方公営企業法の適用を受けるもので、特定の事業について独立採算制をとっている会計

総務課　☎0770ｰ45ｰ9109

問い合わせ

漁業集落排水処理事業特別会計
歳入／ 4,166万円
歳出／ 4,161万円

　75歳以上の高齢者の保険料を徴収するための会計で
す。支出の大部分は、福井県後期高齢者医療広域連合へ
支出する保険料です。

　公共下水道処理施設の維持管理を行う会計で、三方、
海山、塩坂越、熊川、三宅地区が対象です。

後期高齢者医療特別会計
歳入／ 2億857万円
歳出／ 2億849万円

公共下水道事業特別会計
歳入／ 5億3,726万円
歳出／ 5億3,111万円

　三方診療所と巡回診療所を運営するための会計です。
主な収入は、わたしたちが受診して支払う診療費です。

　町営・公営住宅の維持管理を行う会計です。主な収入
は、住宅入居者の家賃です。

直営診療所特別会計
歳入／ 8,547万円
歳出／ 8,042万円

町営住宅等特別会計
歳入／ 4,394万円
歳出／ 3,952万円

　65歳（特定疾病のある人は40歳）以上で、介護認定を
受けた人の介護に必要な費用の給付や、介護サービスの
提供を行う会計です。

　宅地造成・分譲を行う会計で、若王子分譲宅地、せせら
ぎ分譲宅地、上瀬ニュータウン分譲宅地、若狭瓜割エコ
住宅団地を分譲中です。

介護保険特別会計
歳入／ 19億9,386万円
歳出／ 19億4,613万円

土地開発事業特別会計
歳入／ 1億253万円
歳出／ 8,598万円

　主に三方地域を給水区域とする簡易水道施設を維持管
理運営していくための会計です。

　上中地域（一部を除く）の水道事業を経営するために
設けられた独立採算制の会計です。

簡易水道事業特別会計
歳入／ 2億6,813万円
歳出／ 2億3,925万円

水道事業会計
収益的収入／ 1億5,175万円　支出／ 1億4,976万円
資本的収入／ 2,670万円　支出／ 8,908万円

　農業労働による災害を受けた人を救済するために設け
られた独立採算制の会計です。

　工業用水道事業を経営するための会計で、若狭中核工
業団地の7企業に工業用水を供給しています。

農業者労働災害共済事業特別会計
歳入／ 203万円
歳出／ 194万円

工業用水道事業会計
収益的収入／ 2,548万円　支出／ 3,312万円
資本的収入／ 216万円　支出／ 383万円

　農業集落排水処理施設の維持管理を行う会計で、三十
三地区や野木地区など9地区が対象です。

　上中診療所を経営するための会計です。収入の大部分
は、わたしたちが受診して支払う診療費です。

農業集落排水処理事業特別会計
歳入／ 4億1,852万円
歳出／ 4億1,334万円

国民健康保険上中診療所事業会計
収益的収入／ 4億6,956万円　支出／ 4億9,609万円
資本的収入／ 0万円　　　　支出／ 1,804万円

若狭町には、一般会計のほかに11の特別会計、3つの企業会計があります。
　財政健全化法に基づき算定した健全化判断比率および資金不足比率を公
表します。令和2年度決算に係る指標は、いずれも基準を下回っていますが、
将来の町の財政を圧迫しないよう、財政の健全化につとめていきます。

指標財政の健全化に関する

　　　ー （ー）
　　　ー （ー）
　　　ー （ー）
　　　ー （ー）
　　　ー （ー）
　　　ー （ー）
　　　ー （ー）
　　　ー （ー）

20.0％

会　　計 経営健全化基準 若狭町の比率
（　）内はR1年度値

簡 易 水 道 事 業
農業集落排水処理事業
漁業集落排水処理事業
公 共 下 水 道 事 業
土 地 開 発 事 業
水 道 事 業
工 業 用 水 道 事 業
国民健康保険上中診療所事業

　　　ー （ー）
　　　ー （ー）
  15.3%（15.5%）
 104.1％（97.5％）

14.31％
19.31％
25.0  ％
350.0  ％

早期健全化基準 若狭町の比率
（　）内はR1年度値

実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

ことばの説明

　借入金の返済額およびこれに準じる額の収入に占め
る割合を指標化したもので、数値が低いほど健全になり
ます。

実質公債費比率

　借入金や負担等の残高の程度を指標化し、将来町の
財政を圧迫する可能性の高さを示すもので、数値が低
いほど健全になります。

将来負担比率

　公営企業の資金不足額を、料金収入等の財政規模と
比較して指標化したもので、経営健全化基準以上となっ
た場合には、経営健全化計画を定めなければなりません。
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（令和3年3月31日の人口で除算:14,338人）

　町の借金（地方債残高）は、約4億円減少し、
約103.5億円（普通会計）となっています。
　すべての会計（一般会計、11特別会計、3企業
会計）では、約158.6億円となっています。

　町の貯金（基金残高）は、約４千万円増加し、
約18.6億円となっています。
　そのうち、目的基金を除いた自由に利用できる
基金は、約11.2億円です。

　数値が大きいほど自主財源の割合が高く、自
主性の高い財政運営が可能になります。
　若狭町は近年横ばいで推移しています。

0.37 0.36 0.35 0.35 0.35 0.35 0.34 0.34 0.330.340.34
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※実質赤字比率と連結実質赤字比率は、令和2年度は黒字であり、
　赤字がないため算定されません。
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借金は住民一人あたり約72万円

貯金は住民一人あたり約13万円

財政力指数は0.33（3か年平均）

　若狭町国民健康保険に加入している人の医療費給付な
どを行う会計です。

　漁業集落排水処理施設の維持管理を行う会計で、常神、
神子、小川、世久見地区が対象です。

国民健康保険特別会計
歳入／ 16億9,513万円
歳出／ 16億7,646万円

◆特別会計…特定の事業について独立した予算で行う会計
◆企業会計…地方公営企業法の適用を受けるもので、特定の事業について独立採算制をとっている会計

総務課　☎0770ｰ45ｰ9109

問い合わせ

漁業集落排水処理事業特別会計
歳入／ 4,166万円
歳出／ 4,161万円

　75歳以上の高齢者の保険料を徴収するための会計で
す。支出の大部分は、福井県後期高齢者医療広域連合へ
支出する保険料です。

　公共下水道処理施設の維持管理を行う会計で、三方、
海山、塩坂越、熊川、三宅地区が対象です。

後期高齢者医療特別会計
歳入／ 2億857万円
歳出／ 2億849万円

公共下水道事業特別会計
歳入／ 5億3,726万円
歳出／ 5億3,111万円

　三方診療所と巡回診療所を運営するための会計です。
主な収入は、わたしたちが受診して支払う診療費です。

　町営・公営住宅の維持管理を行う会計です。主な収入
は、住宅入居者の家賃です。

直営診療所特別会計
歳入／ 8,547万円
歳出／ 8,042万円

町営住宅等特別会計
歳入／ 4,394万円
歳出／ 3,952万円

　65歳（特定疾病のある人は40歳）以上で、介護認定を
受けた人の介護に必要な費用の給付や、介護サービスの
提供を行う会計です。

　宅地造成・分譲を行う会計で、若王子分譲宅地、せせら
ぎ分譲宅地、上瀬ニュータウン分譲宅地、若狭瓜割エコ
住宅団地を分譲中です。

介護保険特別会計
歳入／ 19億9,386万円
歳出／ 19億4,613万円

土地開発事業特別会計
歳入／ 1億253万円
歳出／ 8,598万円

　主に三方地域を給水区域とする簡易水道施設を維持管
理運営していくための会計です。

　上中地域（一部を除く）の水道事業を経営するために
設けられた独立採算制の会計です。

簡易水道事業特別会計
歳入／ 2億6,813万円
歳出／ 2億3,925万円

水道事業会計
収益的収入／ 1億5,175万円　支出／ 1億4,976万円
資本的収入／ 2,670万円　支出／ 8,908万円

　農業労働による災害を受けた人を救済するために設け
られた独立採算制の会計です。

　工業用水道事業を経営するための会計で、若狭中核工
業団地の7企業に工業用水を供給しています。

農業者労働災害共済事業特別会計
歳入／ 203万円
歳出／ 194万円

工業用水道事業会計
収益的収入／ 2,548万円　支出／ 3,312万円
資本的収入／ 216万円　支出／ 383万円

　農業集落排水処理施設の維持管理を行う会計で、三十
三地区や野木地区など9地区が対象です。

　上中診療所を経営するための会計です。収入の大部分
は、わたしたちが受診して支払う診療費です。

農業集落排水処理事業特別会計
歳入／ 4億1,852万円
歳出／ 4億1,334万円

国民健康保険上中診療所事業会計
収益的収入／ 4億6,956万円　支出／ 4億9,609万円
資本的収入／ 0万円　　　　支出／ 1,804万円

若狭町には、一般会計のほかに11の特別会計、3つの企業会計があります。
　財政健全化法に基づき算定した健全化判断比率および資金不足比率を公
表します。令和2年度決算に係る指標は、いずれも基準を下回っていますが、
将来の町の財政を圧迫しないよう、財政の健全化につとめていきます。
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